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第２次伊勢市自殺対策推進計画（案）の

パブリックコメントの結果について

１ パブリックコメント実施の概要

（１）意見募集した案件

第２次伊勢市自殺対策推進計画（案）

（２）意見募集方法

市公報、広報いせ、市ホームページ、市行政チャンネル文字放送、市公式 LINE など

（３）縦覧場所（21 箇所）

・市役所（本館１階市民ホール、総務課）

・健康課

・各総合支所生活福祉課（二見、小俣、御薗）

・各支所（神社、大湊、宮本、浜郷、豊浜、北浜、城田、四郷、沼木）

・市立図書館（伊勢、小俣）

・生涯学習センター（いせトピア、二見）

・ハートプラザみその

・福祉健康センター

（４）意見提出の対象者

市内に在住、通勤又は通学している人など

（５）意見募集の期間

令和５年 12 月１日から令和６年１月４日まで

２ 意見募集の結果

（１）意見数 １人（１件）

（内訳）提出方法別

・オンラインフォーム １人（１件）

（２）意見に対する計画案の修正 無
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３ 意見内容及び市の考え

№ 寄せられたご意見 市の考え

１ まずはいじめは犯罪という意識を持た

せていく事からではないかと思います。

「いじめ」という言葉よりも「暴行罪」

「恐喝罪」等の言葉の方が重みを感じる

人が多いのではないでしょうか？

社会で、街中で、人に暴行を加えたら暴

行罪で捕まります。

ではなぜ「学校」の中になると「いじめ」

という言葉で濁して許されるのでしょ

うか？

子どもであろうがしている事は犯罪行

為です。

少年法等がありますが、小さな頃からき

ちんとこういう罪になって、こういう罰

があるんだという認識を持たせること

が大切だと思います。

14 歳以上ならば学校で隠蔽、解決では

なく然るべき機関に委ねるべきです。

また、いじめられた側の生徒が告発をし

た場合に市、学校等から充分な支援が必

要です。

学校で揉み消すなんてもっての外で、大

体は告発した被害者側がなぜか肩身の

狭い思いをします。

転校してしまう子も居ます。

なぜ、加害者側は罰されない、転校もし

なくてよい、肩身が狭い思いをしない、

と疑問に思います。

生徒間だけではなく生徒と教師の間で

もいじめは存在します。

特定の生徒を冷遇したり、また特定の生

徒を贔屓したりと、そういう教師も実際

に伊勢市内の学校に存在していました。

私が中学の頃ですが、酷かったですよ。

故意にプリントを配らない、無視する等

を繰り返している教師や、授業放棄して

自分の犯罪行為を武勇伝として語り出

す教師等居ました。

抜き打ちで各学校の様子を見に回った

り、匿名アンケート等を定期的に実施し

てみてはどうでしょうか。

学校内ではなく家に持ち帰って記入し、

お寄せいただきましたご意見の様に、

自殺の背景には様々な要因があると考え

られています。

いじめは「いじめ防止対策推進法」に

おいて禁止されており、決して許されな

い行為です。学校においては、児童生徒

が十分理解できるようにすることが必要

です。「安心して通える学校、居心地のよ

い学校」であるために、定期的なアンケ

ートや面談の実施、いじめの未然防止や

早期発見、いじめへの対処に努めており

ます。さらに、今年度から「地域におけ

るいじめ防止対策」として、小学４年生

から中学３年生のタブレット端末で、匿

名で相談できる取り組みを進めておりま

す。

生活困窮者支援等については、地域に

出向き市民の生活課題を把握し、課題解

決に向けた支援を行っております。

引き続き関連する分野と連携し、様々

な相談窓口等を広く周知するとともに、

先進事例も参考に、取り組みを推進して

まいります。
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№ 寄せられたご意見 市の考え

ポスト投函またはメール等で匿名性を

より高めるのがいいかと思います。

最近は SNS 等の誹謗中傷で自殺する子

も少なくありません。

SNS の使い方、ネットリテラシー、実際

のやり取り等様々な方法で学ぶ機会を

作ることが大切です。

自殺を考える理由は様々ですが、最近だ

と金銭的問題で苦しい思いをする人が

急増しています。

市で出来ることは限られていると思い

ますが、子育てに関しては有名な明石市

を参考にするととても助かります。

また、ブラック企業等を厳しく取り締ま

り、クリーンな街作りをしてほしいで

す。

実際に旦那の職場は休憩無しの 14 時間

労働と酷いものです。

教師、保育士等も時間外労働が多いとよ

く耳にします。

伊勢市に住む人の労働環境改善を強く

期待しています。

払うものが増え続け、生活は苦しくなる

ばかりです。

家を建てようにも上がり続ける税金が

不安で満足な住まいもない、これからの

生活が不安で生きている事が嫌になる

時があります。

働く事の出来ない方や高齢者等本当に

支援を必要としている方たちの声がよ

く届く制度が必要です。

不正受給等厳しく取り締まり、自力では

支援にたどり着けない人たちを導く事

が大切です。

市が希望をくれる事を祈っています。


